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 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 

男 74 74 48 55 58 55 72 96 95 40 42 

女 88 85 64 74 67 68 79 110 97 53 51 

合計 162 159 112 129 125 123 151 206 192 93 93 

崎山地区人口統計表 (令和3年11月30日 現在) 

崎山地区まちづくり協議会 事務局 集落支援員 奥野 

五島市役所 崎山出張所内 TEL 0959-73-6389 

崎山地区全体 男 ７０９名 女 ８３６名 計 1,545名（先月比±０名） 

インスタグラムで、まち協をフォローしよう！ 

11月7日(日) 上・下崎山町内会 

    敬老者へ記念品配布がありました 

 11月7日(日)崎山地区の敬老者へ記念品を配布しました。新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、敬老会は開催せず記念品配布となりました。朝早くから町内会の皆さんで記念

品の準備をして、婦人部会さん・町内会長さんでお届けしました。上崎山町・下崎山町の総

代・副総代さんは、“新規敬老者”“米寿”“最高齢”の方々にお届けしていました。皆さ

ん嬉しそうな笑顔で、「おめでとうございます。」「ありがとうございます。」のやり取り

があり、私も見ているだけで嬉しくなってきました。 

 崎山地区で最高齢は、“１０２歳”です。皆さんもいつまでも元気で、長生きして

くださいね！！！(*’▽’) 
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崎山地区まちづくり協議会 

まち協通信 第20号 

令和４年１月１日 発行 

 第1回植樹記念祭開催 

 11月13日(土)鐙瀬昆虫自然公園にて、“第1回植樹記念祭”を開催しました。去年の10月に

鐙瀬昆虫自然公園を作り、クヌギ・コナラ・桜の木を子供たちみんなで植樹しました。それか

ら1年が経ち、木も子供たちもどれくらい成長しているのか測定することにしました。みんな

大きくなっていて、子供たちは平均で１０㎝も成長していましたよ♪初めて参加した子供たち

も、クヌギの木を植樹しました。また来年が楽しみですね(*^^*) 

 測定の後、崎山の郷土料理を子供たちに食べてもらいたいと、上崎山老人会の田中さんに

『ぼっばずし』を作ってもらいました。カボチャもお店でよく見る緑色のカボチャではなく、

「ちぢれかぼちゃ」を使い、他に「ささげ」「あわ」を入れ、味付けは塩のみ！素材の甘さが

引き立ち、おじいちゃん・おばあちゃんが子供の頃に食べていた『ぼっばずし』の味を再現し

ました。“美味しい”や“味がしない”といろんな感想がありましたが、みんな綺麗に食べて

しまっていました。『みはらし荘』さんにおすそ分けしたのですが、“懐かしい”と喜んで食

べていたそうです(*^^*) 

 他にも前号で紹介しました子供たちで掘った芋を、焼き芋にして食べました。自分たちでア

ルミホイルで包み、朝早くから用意した焚き火の中へ投入。つるし芋という方法も体験しまし

た！窯の中に針金で芋をつるすのですが、焼き芋もつるし芋も両方ホクホクして美味しかった

です♪ 

 １日でいろんな体験をしましたが、皆さんお疲れ様でした。そしてお手伝いしていただいた

皆さん、ありがとうございましたm(__)m 
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     ～五島ジオパーク構想とは～ 

 ジオパークとは、「地球・大地 (ジオ：Geo)」と「公園 (パーク：
Park)」を組み合わせて「大地の公園」という意味です。ジオパークで
は、見どころとなる場所を「ジオサイト」に指定し、多くの人が将来に
わたって地域の魅力を知り、利用できるよう保護を行います。その上
で、ジオサイトを教育やジオツアーなどの持続可能な方法で経済活動に
活かし、地域を元気にする活動や、そこに住む人たちに地域の素晴らし
さを知ってもらう活動を行う取り組みです。 

 

センタタキ(千駄焚き) ＝ 雨乞い 

「センタタキ」とは、“雨乞い”をするため、枯草や柴などを持ちより、火を付けて燃やすことを言

い、別名「センタキ」とも言う。なお、今1つの解釈では次がある。 

「センタタキ」は枯草や藁、柴などを千駄(牛馬千頭で運ぶ量)を焚いて雨乞いをすると言うこと

で、雨乞いをするため、藁、柴などの燃える物を千駄も焚くと言うことから生まれた言葉である。 

 地下四ヶ村(鬼岳の麓)で雨乞いをしようとしたら、崎山だけ遅刻か

もしくは行かなかったため、崎山だけ雨が降らないという言い伝えが

あるとかないとか…(笑) 

 確かに福江から出勤していると、大津や長手入口付近までは雨が

降っているのに、崎山に入ると雨が降っていないことが多いような… 

～福江市史より～ 

鬼岳 

  字 図 上空写真 色で囲っているのが、上から【臼井】【荒神嶽】【鬼嶽】です。 

 遠見番所 

 寛永14年(1637)22代藩主盛利は幕府より初めて異国船方を拝命した。五島は日本の西端
にあり、諸外国の船舶往来も多く、国防の要衝の地であるとの故を以て、充分配意し任務を怠ら
ないように、と、言葉も添えられ、以下代々この下命が幕末まで続いている。このため江戸在役
(参勤交代)を免除されることが当たり前のようになったという。 

 盛利は命を受け、領内の要地7か所を選び、遠見番所を設け、番士を置き、異国船の通航を監
視させた。 

・福江島 玉之浦 大瀬崎  ・福江島 富江 番所山  ・福江島 岐宿 崎野  ・黄島 ・嵯峨島 ・祝言島 ・宇久島 

  
正保4年(1647)には、7か所だった遠見番所を11か所に増設している。 

・福江御岳(鬼嶽)番所の位置は荒神岳西方の山   

・奈留(水晶嶽)  ・福見(奈良尾)  ・供栖(有川・友住)         ～岐宿町郷土史より～ 


